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広
告
の
お
申
し
込
み
は

未
来
創
造
課
ま
で

広
告

 
 

 

「その景色を
さがして」

「歴史と人物で
　たどる日本の
偉大な建造物！」

（関東・東京編　中部編）

「人間関係境界線
（バウンダリー）
　　　の上手な

引き方」
中山 聖子／著
PHP研究所

大庭　桂／作
教育画劇

おのころ 心平／著
同文舘出版

　母親を亡くし、祖父母と一緒に暮ら
す中学２年生のトーコ。ある日、「トー
コに見せたい」と、ママが行きたがっ
ていた場所があることを思い出した。マ
マが行きたがっていた場所は、どこだっ
たのだろう。見せたいと言っていたのは、
いったいどんな景色だったのだろう。

　「関東・東京編」（2巻）では、日光
東照宮、東京駅、東京タワー、旧国立
競技場。「中部編」（3巻）では、黒部
ダム、天城山隧道、旧豊田紡織本社工
場などについて、建設や改修に携わっ
た人々の思いとともに紹介します。

　抑圧されず、孤立もしない、ベス
トな人間関係のつくり方とは。自分
と他人との間にある境界線=バウンダ
リーがあいまいだと、心地よい関係
は築けません。「自分の領域」を守る
ためのバウンダリースキルを紹介し
ます。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

広報かつやまに
広告を載せませんか？

お申し込みは未来創造課まで

掲載料金▶1枠　1万5,000円
　　　　　　（縦5.5cm×横8.5cm）
　　　　　2枠　3万円
　　　　　　（縦5.5cm×横18cm）
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君原健二ロードコース図

かつやま恐竜の森の林内利用時間（午前９時～午後４時）に利
用が可能です。昆虫の森を通過する際は、巨大昆虫冒険ツアー
のカートとすれ違う場合がありますのでご注意ください。

自然との一体感が楽しめる　緑豊かなクロカンコース自然との一体感が楽しめる　緑豊かなクロカンコース
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新
緑
の
森
を
全
力
疾
走

新
緑
の
森
を
全
力
疾
走    

豊
か
な
起
伏
に

豊
か
な
起
伏
に
1
3
3
5

1
3
3
5
人
が
汗

人
が
汗

第
14
回
勝
山
恐
竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
問
ス
ポ
ー
ツ
課
（
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
内
）
☎
88
‐
８
１
２
７

　

５
月
20
日
に
、
14
回
目
と
な
る

勝
山
恐
竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン

が
、
か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
で
絶
好
の
マ
ラ
ソ

ン
日
和
と
な
り
、
２
〜
20
㎞
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
計
37
部
門
に

1
3
3
5
人
が
出
場
し
、
健
脚
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
畑
中
さ
ん
一
家

＝
野
向
町
竜
谷
＝
が
家
族
５
人
で

選
手
宣
誓
を
行
い
、
緊
張
し
な
が

ら
も
大
き
な
声
で
「
練
習
の
成
果

を
出
し
切
る
」
と
大
会
に
か
け
る

意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部
の
コ
ー
ス

で
も
あ
る
、
メ
キ
シ
コ
五
輪
マ
ラ

ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
で
か
つ
や
ま

マ
ラ
ソ
ン
大
使
の
君
原
健
二
さ
ん

（
77
）
＝
北
九
州
市
＝
が
監
修
し

た
「
君
原
健
二
ロ
ー
ド
」
の
完
成

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
10
周
す
れ
ば
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

と
同
じ
距
離
に
な
る
よ
う
に
」
と

の
君
原
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取

り
入
れ
、
１
周
の
距
離
は
４
・
２

１
９
５
㎞
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
地
点
に
は
君
原
さ
ん
の

足
型
が
、
コ
ー
ス
内
に
は
１
㎞
ご

と
に
君
原
さ
ん
の
名
言
が
書
か
れ

た
看
板
が
設
置
さ
れ
、
利
用
者
を

励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

　

君
原
さ
ん
は
、
今
年
も
ゲ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
出
場
し
、
大
会

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

３
㎞
中
学
1
年
男
子
の
部
に
出

場
し
た
水
井
航
海
さ
ん
（
12
）
＝

富
山
市
＝
が
優
勝
し
、
小
学
４
年

か
ら
の
連
覇
を
４
に
伸
ば
し
ま
し

た
。

スポーツ振興くじ助成事業申請中

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森
に

多
く
の
健
脚
が
集
う

「
君
原
健
二
ロ
ー
ド
」
が

初
の
お
披
露
目

水
井
さ
ん
が
４
連
覇
達
成

元気に宣誓する畑中さん一家

君原さん（左）と山岸市長（右）が
案内看板を除幕

スタート地点にある
君原さんの足型

快走する水井さん

どっちも負けるな！！
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美
し
い
河
川
を
守
る

　

５
月
27
日
に
、
勝
山
北
部
中
学

校
が
「
北
中
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
九
頭

竜
川
流
域
の
河
川
清
掃
を
行
い
、

生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
の
合
計

2
1
5
人
で
約
４
４
０
㎏
の
ご
み

を
回
収
し
ま
し
た
。

　

タ
イ
ヤ
や
金
属
板
な
ど
の
大
物

も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
力
を
合
わ

せ
て
ご
み
の
除
去
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
除
去
活
動
を
続
け
て

い
て
も
な
か
減
ら
な
い
ご
み
に
対

し
て
、更
な
る
啓
発
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
昭
和
52
年
か
ら
続
く
浄

土
寺
川
清
掃
活
動
に
対
し
て
、
勝

山
中
部
中
学
校
が
5
月
30
日
に
国

か
ら
河
川
功
労
者
表
彰
を
受
け
る

な
ど
、
学
校
の
取
り
組
み
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
取
り
組
む
環
境
美
化

　

６
月
５
日
の
環
境
の
日
に
合
わ

せ
、
同
３
日
に
は
各
地
区
で
環
境

美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
参
加
者
は
草
刈
り
や

ご
み
拾
い
な
ど
に
従
事
し
、
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

美
し
い
自
然
を維

持
す
る
た
め
に

　

今
回
紹
介
し
た
活
動
の
ほ
か
に

も
、
各
小
中
学
校
で
は
地
域
の
河

川
清
掃
や
環
境
活
動
に
広
く
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
環
境
に
関
す
る
考
え

方
に
は
様
々
な
も
の
が
登
場
し
、

政
策
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
外
来

種
や
環
境
汚
染
な
ど
は
な
く
な
ら

ず
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
身
の
周
り
を
み
て
、

身
近
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

クリーンアップ九頭竜川2018を開催クリーンアップ九頭竜川2018を開催
と　き▶８月26日㈰　午前７時～　　集　合▶弁天グラウンド

　

４
月
開
催
予
定
で
荒
天
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
九
頭
竜
川
の
清
掃

活
動
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭
竜

川
２
０
１
８
」
を
、
日
を
改
め
て

開
催
し
ま
す
。

　

外
来
種
駆
除
活
動
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

準 

備
物
▼
ご
み
拾
い
が
で
き
る
服

装
、
手
袋
（
軍
手
な
ど
）、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
有
れ
ば
火
ば

さ
み　

な
ど

主 　

催
▼
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭

竜
川
勝
山
地
域
連
絡
協
議
会

問
市
民
・
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

地
域
な
ど
の

　

環
境
美
化
活
動
に

参
加
し
よ
う

元禄線での草刈り
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6月は「環境月間」

～小さなことからコツコツと～
　勝山市は、自然あふれる美しいまちです。ここでは、日本ジオパークや
白山ユネスコエコパークとしても評価されているこの自然をつないでい
くために、身近にできることを紹介します。

な
ぜ
生
ご
み
の

減
量
化
を
す
る
の
？

　

家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み

の
約
半
分
が
生
ご
み
で
、
そ
の
う

ち
４
分
の
１
が
食
べ
残
し
な
ど
、

本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
て
し

ま
っ
て
い
る
「
食
品
ロ
ス
」
で
す
。

　

生
ご
み
の
水
分
を
焼
却
時
に
蒸

発
さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く

の
燃
料
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
だ

け
二
酸
化
炭
素
が
増
加
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
処
理
や
運
搬
に

よ
り
多
く
の
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
ご
み
に
関
す
る
費
用
は
税
金

で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
間
接
的

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
増
え

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
の
私
た
ち
が
暮
ら
し
や
す

く
な
る
た
め
に
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
ご
み
の
水
切
り

も
う
あ
と
ひ
と
搾
り

　

生
ご
み
の
約
８
割
を
占
め
る
水

分
を
減
ら
す
こ
と
で
、
ご
み
の
重

量
を
減
ら
す
こ
と
に
な
り
悪
臭
対

策
に
も
な
り
ま
す
。

　

三
角
コ
ー
ナ
ー
や
排
水
口
に
た

ま
っ
た
生
ご
み
は
水
切
り
し
て
、

ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
は
、
最
後

に
も
う
ひ
と
絞
り
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
野
菜
く
ず
や
お
茶

が
ら
は
新
聞
の
上
に
置
い
て
乾
燥

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
「
生
ご
み
処
理

機
」
や
「
生
ご
み
処
理
堆
肥
化
容

器（
コ
ン
ポ
ス
ト
）」購
入
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う

　

県
で
は
、
家
庭
や
外
食
時
に
お

い
し
く
食
べ
き
り
、
食
べ
残
し
の

減
量
化
を
進
め
る
「
お
い
し
い
ふ

く
い
食
べ
き
り
運
動
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
て
ご
み
の

減
量
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

食
品
ロ
ス
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

• 

買
い
物
前
に
は
冷
蔵
庫
の
中
を

確
認

• 

量
り
売
り
や
バ
ラ
売
り
の
利
用

• 

食
べ
き
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、

他
の
料
理
に
ア
レ
ン
ジ

　
「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り

運
動
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
参
考

レ
シ
ピ
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
雑
が
み
」
っ
て
な
に
？

　
「
雑
が
み
」
は
分
別
す
れ
ば
資

源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
紙

資
源
で
す
。
分
別
し
て
毎
月
の
資

源
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ルで

き
な
い
も
の
は
？

　

次
の
も
の
は
再
生
で
き
な
い
た

め
、
燃
や
せ
る
ご
み
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

「
雑
が
み
」
の
出
し
方
は
？

　
「
雑
が
み
」
だ
け
を
束
ね
て
、
丈

夫
な
ひ
も
で
し
ば
り
ま
す
。
細
か

い
も
の
は
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い

よ
う
紙
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

紙
袋
は
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
手
提

げ
ひ
も
が
紙
製
で
な
い
も
の
は
ひ

も
を
取
り
外
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
・
環
境
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

生
ご
み
を
減
ら
そ
う

〜
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
に
も
努
め
よ
う
〜

雑
が
み
は
資
源
ご
み
へ

〜
燃
や
せ
る
ご
み
に

捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
？
〜

あとひと搾りをコンポスト

雑がみ

リサイクルできないもの
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　外来種を繁茂させないためには、
「種子を地面に落とさない」「種子
が付く前に駆除を行う」ことが大
切です。
①オオキンケイギク
②オオハンゴンソウ
③オオブタクサ
④セイタカアワダチソウ
※カッコ内は開花期

（5～ 7月）

（7～ 10月）

（7～ 10月）

（8～ 11月）

　もともとその地域にいなかっ
た（なかった）が、人間によっ
て運び込まれた生物のことで、
外来生物とも言われる。
　園芸用、食料用、ペット、偶
然（荷物や靴底などに付着）に
よって、国外または他の地域か
ら持ち込まれている。

外来種とは…

昨年６月３日実施のオオキンケイギク一斉駆除の様子（法恩寺山有料道路にて）

市
民
の
皆
さ
ま
の

市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

初
夏
の
池
ヶ
原
湿
原

　

植
物
観
察
会
＆
外
来
植
物

抜
き
取
り
活
動

　

ミ
ズ
チ
ド
リ
な
ど
の
初
夏
の
湿

原
植
物
を
観
察
の
後
、
外
来
植
物

の
抜
き
取
り
作
業
を
行
い
ま
す
。

と　

き
▼
６
月
24
日
㈰

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

集　

合
▼
池
ヶ
原
湿
原
駐
車
場

準 

備
物
▼
汚
れ
て
も
良
い
服
装

（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）、
帽
子
、

長
靴
、
軍
手
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
有
れ
ば
サ
ン
カ
ク
ホ
ー
な

ど
草
を
根
ご
と
取
り
除
く
道
具

外
来
種
駆
除
活
動

と 　

き
▼

　

①
８
月
26
日
㈰
午
前
7
時
〜

　

②
９
月
１
日
㈯
午
前
7
時
〜

会　

場
▼

　

①
弁
天
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

②
勝
山
Ｉ
Ｃ
付
近

　

※ 

②
は
鹿
谷
町
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
主
催

秋
の
ヨ
シ
刈
り
活
動

と　

き
▼
10
月
20
日
㈯

集　

合
▼
池
ヶ
原
湿
原
駐
車
場

問
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課

（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
２
６

①根っこから駆除

②袋に入れて

③焼却処分

日本の原風景が残る「勝山」の自然環境を守りたい！

①①

③③

②②

④④
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外来種外来種の拡がりをの拡がりを
食い止めよう食い止めよう

　秋になれば無数の赤とんぼが舞う、そんな日本の原風景が今でも残る勝山市。
　ところが近年、写真の植物を市内の至るところで見かけませんか。実はこの
植物は“外来種”で、繁殖力がとても強く、在来種（もともとその地域にいる
生物）が追いやられてしまい、生態系のバランスがくずれてしまうことがあり
ます。
　美しい自然は、恐竜渓谷ふくい勝山ジオパークの魅力の１つでもありま
す。勝山市の素晴らしい風景を次世代に残していくためにも、外来種の拡
がりを防ぎましょう。

市
内
全
域
で
駆
除
活
動
を
実
施
中

　

外
来
種
は
、
一
度
拡
が
っ
て
し

ま
う
と
、
そ
の
拡
が
り
を
防
ぐ
対

策
を
立
て
る
こ
と
が
難
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
来
種
に
よ
る
問
題
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
不
注
意
で
持
ち
込
ん
だ

り
、
野
外
に
捨
て
た
り
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
す
で
に
い
る
外
来
種
の
拡
大

を
防
い
だ
り
、
駆
除
し
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

平成29年度　勝山市内の外来種駆除実績
※ジオパークまちづくり課調べ

外来種 駆除量（H28） 駆除量（H29）
オオキンケイギク 830kg 920kg
セイタカアワダチソウ 3,070kg 2,140kg
コカナダモ 870kg 390kg
オオハンゴンソウ 345kg 320kg
オオブタクサ 0kg 830kg

合　計 5,115kg 4,600kg
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いのちを守る３ステップいのちを守る３ステップ
“シェイクアウト“シェイクアウト

訓練”訓練”
シェイクアウト訓練とは…
　平成20年にアメリカで始まった、地震に
備える防災訓練です

　

総
合
防
災
訓
練
に
併
せ
て
、
市

内
の
全
地
区
一
斉
訓
練
と
し
て

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
行
い
ま

す
。

　
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
は
、「
地

震
の
揺
れ
に
備
え
ろ
！
」
と
い
う

安
全
行
動
の
か
け
声
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
防
災
訓
練
の
た
め
に
考
え

ら
れ
た
造
語
で
す
。

　

日
本
で
は
「
一
斉
防
災
訓
練
」

の
意
味
で
活
用
し
て
お
り
、
ご
家

庭
や
地
区
単
位
で
簡
単
に
参
加
で

き
る
訓
練
で
す
。

訓
練
は
何
を
す
る
の
？

　

防
災
訓
練
当
日
、
市
内
の
防
災

行
政
無
線
よ
り
「
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
」
と
い
う
内
容
の
放
送
が

流
れ
ま
す
。

　

放
送
が
聞
こ
え
た
ら
、
皆
さ
ん

で
左
記
の
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ

い
。

放
送
時
間
▼
午
前
８
時
30
分

※ 

訓
練
終
了
の
合
図
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
訓
練
を

終
了
し
て
く
だ
さ
い

いのちを守る３ステップ

　まず体勢を低くして地
面に近づきましょう。（強
い揺れで倒れる前に！）

　固定された机の下に入
り、頭を守りましょう。
頭を守るものがない場合
は、腕や荷物を使って頭
を守り、落下物、塀の倒壊、
がけ崩れなどの恐れがな
い安全な場所に避難しま
しょう。

　机やテーブルの脚を
しっかり掴み、揺れが収
まるまで動かずじっとし
ていましょう。（約１分間）

提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

６
月
は
男
女
共
同
参
画
月
間

６
月
は
男
女
共
同
参
画
月
間

勝
山
市
男
女
共
同
参
画
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
男
女
参
画　

は
じ
め
の
一
歩
は　

思
い
や
り
」

問
未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）
☎
88
‐
１
１
１
５

　

福
井
県
で
は
６
月
を
「
男
女

共
同
参
画
月
間
」
と
し
て
お
り
、

県
内
各
地
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
？

　

男
女
が
、
互
い
を
尊
重
し
つ

つ
、
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
様
々

な
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
の

こ
と
で
す
。
こ
の
実
現
に
は
、

政
府
や
市
役
所
、
事
業
所
な
ど

だ
け
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

数
値
で
み
る
男
女
共
同
参
画

　

総
務
省
の
社
会
生
活
基
本
調

査
に
よ
り
共
働
き
世
帯
夫
婦
の

仕
事
等
、
家
事
、
育
児
の
時
間

を
比
較
す
る
と
、
特
に
家
事
時

間
で
、
ま
だ
ま
だ
男
女
間
の
差

が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」

と
役
割
を
決
め
つ
け
ず
、
ま
ず

は
お
互
い
を
思
い
や
り
、
男
女

共
同
参
画
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ステップ１

ステップ２

ステップ３

子どものいる共働き世帯の
生活時間（時間 . 分）

夫

「平成28年社会生活基本調査結果」
（総務省統計局）より作成

0

2

4

6

8

10
8.31

4.44

0.15

3.16

0.16 0.56

仕事等 家事 育児

妻
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7月1日㈰　午前8時～10時

勝山市
総合防災訓練

開催
住民参加で地域防災力の向上を

訓練会場▶各種訓練：ジオアリーナ
　　　　　住民避難訓練：猪野瀬・遅羽地区
　　　　　　　　　　　　（参加する区のみ）

　

地
域
防
災
力
の
強
化
を
目
指

し
、
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
非
常
食
や
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
な
ど
の
各
種
展
示
コ
ー

ナ
ー
や
、
前
後
・
左
右
・
上
下
に

動
き
、
地
震
の
揺
れ
が
リ
ア
ル
に

体
験
で
き
る
起
震
車
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
緊
急
物
資
の
運
搬
訓
練
や
、

水
防
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
近
所
な
ど
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※ 当日の午前8時50分頃から水防訓練のため消防車のサイレンが、猪野瀬地区と遅羽地区においては、午前8時35分頃に
避難勧告の合図として防災行政無線が放送され、市内全域に緊急メールが発信されます
※ 前日および当日に、総合防災訓練の周知のため、防災行政無線を使用し周知を行います
※ 当日の午前中は、ジオアリーナ（全館・駐車場）は使用できません。車でお越しの際は、奥越特別支援学校の駐車場を
ご利用ください

ジオアリーナ
訓練項目 訓練時間 実施概要

各 種 訓 練
午前８時～

9時30分

水防訓練（土のう作成）、炊き出し訓練、簡易トイレ設置、給水タン
クの組立、ＬＰガス発電機・移動電源車による電力供給、物資の集積、
仕分、搬出、倒壊家屋の対応訓練、防災ヘリコプターによる緊急物資
の運搬訓練　災害ボランティアセンターの設置・運営訓練　など

林業者トレーニングセンター、三室小学校（開設する指定避難所）
訓練項目 訓練時間 実施概要

住民避難訓練
午前８時30分～

9時30分
住民避難訓練、救急救命訓練、防災出前講座

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
訓
練

参
加
者
募
集

　

防
災
訓
練
当
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
入
か
ら
送
り
出
し
ま
で
の
実

際
の
活
動
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

に
参
加
し
た
い
か
た
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と　

き
▼
７
月
１
日
㈰

　
　
　

午
前
7
時
30
分〜

9
時
30
分

と 

こ
ろ
▼
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
（
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
）

申
込
締
切
▼
6
月
22
日
㈮

服 　

装
▼
活
動
可
能
な
服
装
、
内

ば
き

※ 

車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、
奥
越

特
別
支
援
学
校
駐
車
場
（
昭
和

町
３
丁
目
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
※ 

自
転
車
で
来
ら
れ
る
場
合
は
、

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
入
口
左
の
駐
輪

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

 

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
1
1
1
6

申
・
問
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食
に
親
し
み
、
食
を
楽
し
も
う

食
に
親
し
み
、
食
を
楽
し
も
う

〜
食
は
生
き
る
力
〜

〜
食
は
生
き
る
力
〜

　

勝
山
市
で
は
、
平
成
30
年
３
月
に
食

育
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
、
今
後
５
年
間
の
食
育
推
進
に
お

け
る
目
標
と
方
向
性
を
示
す
「
第
３
次

勝
山
市
食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

食
育
に
関
す
る
主
な
課
題

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
食
育

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
①
若
い
世
代

の
朝
食
摂
取
率
や
共
食
が
低
い
（
若
い

世
代
の
食
育
へ
の
関
心
・
取
り
組
み
が

低
い
）
②
勝
山
産
の
野
菜
な
ど
を
使
用

し
て
い
る
人
が
少
な
い
③
も
っ
た
い
な

い
と
感
じ
て
い
る
割
合
が
減
っ
た
（
食

へ
の
感
謝
や
理
解
が
低
い
）
と
い
っ
た

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
食
」
に
つ
い

て
再
度
認
識
し
直
し
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
継
続
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
の
解
決
に
対
し
て
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
応
じ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

計
画
で
は
、「
食
に
親
し
み
、
食
を

楽
し
も
う
〜
食
は
生
き
る
力
」
の
基
本

理
念
と
３
つ
の
基
本
目
標
を
も
と
に
食

育
活
動
を
進
め
ま
す
。

「
食
」
を
通
し
て
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く

り
〜
多
様
な
暮
ら
し
に
対
応

し
た
食
生
活
の
実
践
〜

　

望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に

つ
け
た
り
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
す
る
た
め
に
４
つ
の

こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

①
規
則
正
し
い
食
事
す
る

②
家
族
で
食
事
を
す
る

③ 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
生
活
を
実
施
す
る

④ 

料
理
が
で
き
る
よ
う
に
な

る

食
の
恵
み
で
人
づ
く
り
〜
食
へ
の

感
謝
の
念
と
理
解
促
進
〜

　

食
べ
残
し
や
買
い
す
ぎ
、
作
り

す
ぎ
な
ど
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
た

り
、
食
に
携
わ
る
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
育
み
、「
食
」
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
３
つ
の
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

① 

「
食
」
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ

② 

食
事
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ

け
る

③ 

農
業
体
験
を
通
し
て
感
謝
の
気

持
ち
を
育
む

地
域
特
産
物
で
地
域
づ
く
り
〜
地

域
に
あ
っ
た
食
文
化
の
継
承
〜

　

地
産
地
消
を
実
践
し
た
り
、
勝

山
の
食
文
化
を
継
承
す
る
た
め
に

３
つ
の
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

①
地
域
特
産
物
の
利
用
拡
大

②
旬
産
旬
消（
＊
）の
実
践

③ 

和
食
、
伝
承
料
理
、
行
事
食
を

継
承
す
る

＊ 

そ
の
地
域
や
そ
の
季
節
に
採
れ

た
者
を
食
べ
る
取
り
組
み

新
鮮
で
安
全
・
安
心
！！

　

勝
山
産
の
野
菜
は

　
　

市
内
の
直
売
所
で

●
大
渡
ふ
れ
い
あ
い
市
場

11
月
末
ま
で
毎
日　

午
前
7
時
〜
11

時
30
分

●
平
泉
寺
大
門
市

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
ま
で
毎
日

午
前
7
時
〜
午
後
1
時

●
鹿
谷
町
鮎
の
駅

11
月
ま
で　

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

※ 

６
月
下
旬
〜
10
月
上
旬
は
午
前
4

時
30
分
〜
午
後
7
時
30
分

●
の
む
き
風
の
郷

11
月
末
ま
で
（
火
曜
定
休
日
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

● 

か
っ
ち
ゃ
ま
太
陽
市
の
会
（
勝
山

サ
ン
プ
ラ
ザ
ハ
ニ
ー
中
吉
内
）

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
（
無
休
）

●
あ
ら
ど
朝
市

11
月
ま
で
の
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日

午
前
8
時
〜
10
時

●
北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

通
年
（
毎
週
水
・
木
曜
定
休
日
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

※ 

12
月
〜
3
月
は
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分

※ 

開
催
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

問
農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
8
1
0
6

基本目標１

基本目標２

基本目標３

６月は
食育月間
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認
知
症
の
方
の
介
護
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
調
査
の
結
果
、
介

護
者
の
多
く
が
「
認
知
症
状
へ
の

対
応
」
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

認
知
症
は
脳
の
病
気
に
よ
っ
て

起
き
る
症
状
で
、
誰
に
で
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
に
対
応
す
る
に
は
、
ま

ず
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
認
知
症
の
方
の
対
応

に
つ
い
て
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
？
と
思
い
受
診
を
勧

め
て
も
、
か
た
く
な
に
拒
ん

で
受
診
が
で
き
な
い
。

「
通
帳
を
盗
っ
た
」
と
泥
棒

呼
ば
わ
り
す
る

家
の
中
や
外
を
う
ろ
う
ろ
と

歩
き
回
る

　

家
族
だ
け
で
悩
ま
ず
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
病
院
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
受

診
の
方
法
な
ど
を
一
緒
に
考
え
ま

す
。

　
「
も
の
と
ら
れ
妄
想
」

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
認

知
症
の
症
状
の
一
つ「
記
憶
障
害
」

が
原
因
で
す
。

　

通
帳
を
し
ま
っ
た
こ
と
自
体
が

記
憶
に
残
っ
て
い
な
い
た
め
、「
な

い
＝
盗
ま
れ
た
」
と
決
め
て
し
ま

う
よ
う
で
す
。
家
族
や
親
し
い
人

を
疑
う
こ
と
が
多
い
症
状
で
す
。

　

一
緒
に
探
し
て
気
持
ち
を
和
ら

げ
た
り
、
別
の
話
題
に
変
え
る
な

ど
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
第
3
者

の
介
入
が
効
果
的
な
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
見
意
味
が
な
い
行
動

に
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
多
く
は
本
人
な
り
の
理
由

が
あ
り
ま
す
。「
自
宅
へ
帰
る
」

と
言
う
理
由
な
ら
、「
今
日
は
一

泊
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な

が
ら
声
を
掛
け
た
り
、「
お
茶
を

ど
う
ぞ
」
と
他
の
こ
と
に
気
を
そ

ら
す
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

家
に
帰
れ
な
く
な
る
危
険
が
あ

る
場
合
は
、
持
ち
物
に
名
札
を
つ

け
た
り
、
近
所
の
人
や
交
番
に
連

絡
し
て
お
く
と
よ
い
で
す
。

A

A

A勝山市地域見守り
事前登録制度

　万が一行方不明になった
際、早期に発見・保護できる
ように支援します。ぜひご利
用ください。
対 象者▶認知症などにより徘
徊するおそれのある、在宅
で生活する高齢者など

　

家
族
と
し
て
は
病
気
に
よ
る
症

状
と
理
解
し
て
い
て
も
受
け
入
れ

る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
り
、
長
期

間
の
介
護
で
、
心
身
と
も
に
疲
れ

切
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、虐
待
に
繋
が
り
、

本
人
も
家
族
も
辛
い
思
い
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
だ
け
で
介
護
を
抱
え
込
ま

な
い
よ
う
、
介
護
保
険
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
り
、
ご
近

所
に
現
状
を
伝
え
協
力
を
お
願
い

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

誰
か
と
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と

も
負
担
の
軽
減
に
繋
が
り
ま
す
。

〝
つ
な
が
る
C
a
f
é
〞

　

ご
家
族
、
地
域
の
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
所
で

す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

ん
だ
り
、
悩
み
や
心
配
ご
と
な
ど

を
気
軽
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

開
催
日
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
お

知
ら
せ
版

（
湯
っ
た

り
勝
山
の

行
事
）
を

ご
覧
く
だ

さ
い
。

地域で見守ろう
　周囲の人たちの支えやつながりが、介護を
している家族の心身の負担の軽減に繋がりま
す。
声を掛けるなど、何気ない声掛けやあいさつ
を通して、介護者のいる家族を孤立させない
ようにあたたかく見守りましょう。

虐待？と思ったら
　当事者には自覚がない場合も少なくありま
せん。そのため、周囲の人が気づいて支援を
差し伸べることが重要です。家の中から頻繁
に怒鳴り声が聞こえるなど気がかりな場合は、
下記までご連絡ください。

【相談・問合せ先】
　地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）☎87 ｰ 0900
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勝
山
市
で
開
催
さ
れ
る
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
知
）
競
技
の
プ

レ
大
会
が
６
月
９
・
10
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
福
井
県
チ
ー
ム
も
参

加
し
、
交
流
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
知
）
競
技
は
、

10
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
に
開
か
れ

ま
す
。
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
応

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

国
体
・
大
会
に
向
け
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
地
元
昭

和
町
２
丁
目
区
が
ベ
ゴ
ニ
ア
や
ビ

オ
ラ
な
ど
の
プ
ラ
ン
タ
ー
67
基
、

九
頭
竜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
カ
ン

ナ
の
鉢
植
え
10
鉢
を
設
置
し
て
、

来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

　

7
月
下
旬
頃
か
ら
は
、
国
体
推

進
課
よ
り
各
地
区
、
学
校
、
デ
ィ

ノ
フ
レ
ン
ズ
花
作
り
部
に
順
次
花

苗
を
配
布
し
ま
す
。
競
技
会
場
や

勝
山
駅
な

ど
を
、
そ

の
花
で
飾

る
予
定
で

す
の
で
、

ご
協
力
を

お
願
い
し

ま
す
。

■
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
が
佳
境
に

　

勝
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
中
心
と
な
り
、
は
ぴ
り
ゅ
う

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
シ
ャ
ト
ル
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
）
と
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
（
ク
レ
ー
射
撃
の

薬や
っ
き
ょ
う
莢
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）

を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民

サ
ー
ク
ル
の
方
々
が
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
製
作
に
あ
た
っ
て
い

る
心
の
込
も
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
選
手
・
関
係
者
に

記
念
品
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

■
歓
迎
の
ぼ
り
旗
作
成
進
む

　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・

大
会
時
に
来
場
者
を
お
迎
え
す
る

歓
迎
の
ぼ
り
旗
を
、
市
内
各
小
中

学
校
が
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

　

勝
山
中
部
中
学
校
で
は
、
美
術

部
員
が
作
成
を
行
っ
て
い
て
、
絵

柄
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
や
ま
子
ど
も
の
村

小
・
中
学
校
で
も
個
性
豊
か
な
の

ぼ
り
旗
を
作
成
中
で
す
。

　

こ
の
の
ぼ
り
旗
は
９
月
13
日
か

ら
行
わ
れ
る
ク
レ
ー
射
撃
競
技
よ

り
順
次
競
技
会
場
に
掲
げ
て
い
き

ま
す
。

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
で

プ
レ
大
会
を
開
催

お
も
て
な
し
の準備

が
進
む

　
　

 

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会
（
国
体
推
進
課
内
）

☎
88
‐
８
１
２
８

申
・
問

上：勝山中部中学校
　　美術部
左：かつやま子どもの村
　　小・中学校

臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

大
庭
桂
さ
ん
作
の

書
籍
が
入
荷

　

国
庫
補
助
の
交
付
決
定
な
ど
に

伴
う
平
成
30
年
度
一
般
会
計
お
よ

び
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
雪

に
伴
う
平
成
29
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予

算
、
勝
山
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
関
す
る
３
件
の
専
決
処
分
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
文
学
作
家
の
大
庭
桂
さ
ん

＝
平
泉
寺
町
平
泉
寺
＝
が
執
筆
し

た
「
日
本
の
偉
大
な
建
造
物
」
が

市
立
図
書
館
に
入
荷
し
ま
し
た
。

　

物
語
調
で
わ
か
り
易
い
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

大庭さんは２巻と３巻を担当

ジオアリーナ玄関前のプランターと鉢植え

男女県代表が他県代表と交流戦

健康クラブによるキーホルダー作成
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【
主
な
拡
大
内
容
】

・ 

男
性
不
妊
治
療
の
精
巣
内
精
子
採

取
術
を
対
象
に
追
加

・
年
齢
制
限
を
撤
廃

・
助
成
金
額
を
拡
大

対 

象
者
▼
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

① 

戸
籍
法
に
よ
る
夫
婦
で
勝
山
市
に

1
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方

② 

各
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

助 

成
内
容
▼
精
巣
内
精
子
採
取
術
、

人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授

精
に
要
し
た
費
用

※
医
療
保
険
適
用
外
分
の
み

助
成
額
▼
左
記
の
と
お
り

※
申
請
方
法
な
ど
は
左
記
ま
で

問 

健
康
長
寿
課 

☎
87
‐
0
8
8
8

　

勝
山
市
の
子
育
て
支
援
が
総
合

的
に
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
子
育
て
支
援
に
携
わ
る
事
業

者
の
横
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た

め
、
平
成
21
年
か
ら
「
情
報
交
換

会
」を
年
2
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
て
い
る
事
業

を
知
る
こ
と
で
、
各
施
設
を
利
用

さ
れ
る
方
に
よ
り
必
要
な
子
育
て

支
援
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。

治　　　療 助成金額*と回数
人工授精、体外
受精、顕微授精

上限10万円／回
年間５回

上記治療と同時
に実施した精巣
内精子採取術

5万円／回
年間１回

4
月
1
日
以
降
の
治
療
か
ら

勝
山
市
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
が
拡
大
さ
れ
ま
す＊ 県の助成金制度を優先し、総治療

費から県の助成金額（または助成
相当額）を差し引いた額

①今年度の第1回目を5月30日に開催し、勝山市地域
子育て支援センターが施設を紹介②グループで話し
合ったことを発表③それぞれの事業をどう連携し、周
知はどうすると効果的かなど積極的に意見交換

すこやか　②番入口（入って右側）

　子育てに関すること全般について相談できる
総合窓口です。
　妊婦さん、保育園等の入園をお考えの方、一時
預かりの受付、家庭児童相談、ひとり親家庭の相
談など、情報の提供や相談・援助を行っています。

「子育て相談室」ってどんなところ？ 「平成30年度版 子育て支援ガイドブック」
を作成しました

　勝山市の子育てに関する情報をまとめて記載
しています。ガイドブックは、市内幼稚園・保
育園・認定こども園で配布しているほか、妊娠
届出時や転入時、すこやかでも配布しています。

②②

③③

①① 子
育
て
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

子
育
て
支
援
事
業
者
が
つ
な
が
り
を
深
め

児童センター
子育て生活応援隊
地域子育て
支援センター

子育て世代
包括支援センター
子育て相談室

幼稚園
保育園

認定こども園

一時預かり
病児・病後児保育

問
福
祉
・
児
童
課　

☎
87
‐
０
７
７
７

ぜ
ひ
ご
活
用

　
　

く
だ
さ
い

気
軽
に
ご
相
談

 

く
だ
さ
い
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年
金国民年金保険料の一般免除申請について国民年金保険料の一般免除申請について

納付が困難な時はご相談を！
　保険料を未納のまま放っておくと、各基礎年
金（老齢・障害・遺族）を受給するための資格
期間および年金額に反映されず、受け取れない
場合があります。
　所得が少ない・失業したなど保険料の納付が
困難な場合には、免除申請制度・学生納付特例
制度（学特）・納付猶予申請制度をご利用くださ
い。保険料の納付が全額または一部免除・猶予
されます。
※ 一部免除の場合は、2年以内に保険料を一部
納付しなければ「未納」とみなされ、年金を
受け取れなくなったり、年金額が減ります

平成30年度分（平成30年7月～平成31年6月）
免除申請受付開始日

と　　き▶7月2日㈪～
申請場所▶市民・環境課(国保年金グループ)
　　　　　福井年金事務所
必 要な物▶印鑑、年金手帳又はマイナンバー
カード・通知カード、離職票または雇用
保険受給資格者証（失業した場合）

※ 保険料の免除、学生納付特例、納付猶予を
受けた期間は、年金を受け取るための受給
資格期間に含まれますが、老齢基礎年金の
受給額は保険料を全額納めたときに比べ、
減少します。なお、免除と学特・納付猶予
では受給年金額への反映が異なります。
※ 通常、納付期限は2年以内ですが、免除・猶
予等を受けた期間は、10年以内であればあ
とから納める「追納制度」が利用でき、追
納すると年金額は減少しません。

問福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516　　市民・環境課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

老齢基礎年金 障害・遺族
基礎年金

年金の受給
資格期間

年金の受給
資格期間

全額納付
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除
納付猶予
学生納付特例
保険料未納

○
○
○
○
○
○
○
×

○
○
○
○
○
○
○
×

年金額への反映
受け取れる年金額の割合

満額

×（年金額に計算されない）
×（年金額に計算されない）

×

8分の 4
8分の 5
8分の 6
8分の 7

　勝山市国民健康保険では年6回「医療費通知」を送付しています。医療費通知には通知該当月に
受診した病院・薬局などの受診状況や医療費の支払い金額などが提示してあり、被保険者の皆様に
健康に対して意識していただくことに加え、国民健康保険制度の医療費負担のしくみに関心や理解を
もっていただくといった目的もあります。受診状況をふり返り、ご自身、ご家族の今後の健康づくりに
活用ください。
　なお、確定申告で医療費控除の申告の際に添付する領収書と併せて医療費通知も活用できます。医療
費通知は再発行できませんので、大切に保管ください。

医療費通知について医療費通知について 国
保

問市民・環境課（市役所１階）　☎88 ｰ 8102

病院ごとの日数（薬局は
回数）を確認できます。

総医療費や一部負担金額などが提示してあり、いくら支払ったかが
確認できます。（ベッド差額代などの保険診療外のものは含みません）

〈
医
療
費
通
知
の
見
方
〉

〈
医
療
費
通
知
の
見
方
〉
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ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
の
入
館
者
数

が
５
月
３
日
に
１
０
０
万
人
を
突

破
し
、
そ
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が

同
14
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
７
月
18
日
の
オ
ー
プ

ン
か
ら
毎
年
約
10
万
人
が
訪
れ
て

お
り
、
招
待
さ
れ
た
ケ
イ
テ
ー
保

育
園
の
園
児
た
ち
の
歌
と
踊
り
で

約
８
年
９
か
月
で
の
大
台
突
破
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
約
50
人
の
関

係
者
や
市
民
が
集
ま
り
、
山
岸
市

長
は
「
繊
維
産
業
発
展
の
歴
史
が

全
て
分
か
る
施
設
は
当
市
の
誇

り
。
ま
ち
な
か
観
光
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
花
月
楼
と
共
に
市
内
散

策
ル
ー
ト
の
起
点
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

関
係
者
と
園
児
に
よ
る
く
す
玉

割
り
の
後
に
は
、
今
後
の
施
設
の

ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈
っ
て
ハ
ト

が
放
た
れ
ま
し
た
。

ゆめおーれ勝山の入館者数が100万人を突破
園児たちが歌と踊りでお祝い

祝

人気の体験にお土産もおぼえていますか？
曳き家イベント

　平成19年７月７日に、改修工事の一環として公
募の市民200人による曳き家が行われ、参加者は
力を合わせて総重量240t、延べ床面積1,000㎡の
建物を約16m移動させました。巨大な建物が人力
でゆっくりと動く様子は圧巻でした。

　オープン当初から人
気の「コースターの手
織り体験」と「まゆ玉
クラフト体験」の利用
者数は、5月末までに
約12万6,000人に上り
ました。
　また、館内にある「お
みやげ処シルク」では、
独自のお土産品を開発
するなど、まちなか誘
客の拠点として充実を
図っています。

①手織り体験②まゆ玉
クラフト体験（6月はカ
エル）③焼き菓子「まゆ
玉」と絹石鹸がおすすめ

①①

②②

③③
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今年も魅せた！激しい走り今年も魅せた！激しい走り おいしいイチゴを30年
■5月24日　猪野

　加藤敏彦さん（中央）が営む加藤農園で、平泉寺
保育園と松文保育園の園児がイチゴ狩りを楽しみま
した。加藤さんは平成元年からこの事業を始め、多
くの園児に甘いイチゴを提供しています。

　5月27日に市役所およびスキージャム勝山で
「TOYOTA Gazoo Racing ラリーチャレンジin恐竜
勝山2018」が開かれました。市役所ではセレモニ
アルスタートが行われ、勝山南部中学校吹奏楽部と
約400人のファンが選手を盛大に送りだしました。
また、豊田章男社長が今年も参戦し、多くの観客の
声援に応えていました。

　スキージャム勝山では、ラリーのほかにも家族で
楽しめるイベントや福丼県が開かれ、約8,600人の
観客でにぎわいました。

再編に向け検討始まる
■5月24日　教育会館

　市内3中学校の再編に向けた検討委員会が設置さ
れ、梅田教育長（右）が三田村彰会長（福井大教職
大学院教授　左）に諮問書を手渡しました。検討委
員会では今後協議を重ね、来年2月頃に答申する予
定です。

世界の素子が熱血指導
■5月26日　ジオアリーナ

　市内3中学のバレーボール部を対象に、NHKジュ
ニアスポーツ教室が開かれました。講師に3度のオリ
ンピックで活躍した大林素子さんを迎え、生徒たち
は熱い指導のほか、貴重なアドバイスを受けました。

広報かつやま6月号 №763 　　 16

楽しく学ぶ　消費者問題
■5月12日　すこやか

　消費者教育推進を目指し、消費者まつりが初めて開
かれました。吉本住みます芸人の「飯めしあがれ　こに
お」さん(右)と「くらしの一座」がコラボし、楽しい劇で消
費者問題を啓発しました。

自然との共生を目指して
■5月15日　教育会館

　白山周辺自治体などで構成する白山ユネスコエコ
パーク協議会の会合が開かれました。活動報告では、
勝山市保育研究実践委員会が自然に親しむ子育てに
ついての取り組みを発表しました。

Tulsi’sワンポイント英会話レッスン

English phrases for the
 rainy season.

（梅雨の時使える英語）

６月の
テーマ

This weather is so muggy.
この天気は蒸し暑い。

Oh, I forgot to bring my 
umbrella today.
あぁ、今日傘を忘れちゃった。

Uh huh, plus it's raining cats 
and dogs right now.
うん、それに、今土砂降りの雨だ。

I have an extra that you can borrow.
もう一つあるから、貸すよ。

各

種

お

知

ら

せ

と　

き
▼
7
月
1
日
㈰

　

受　

付　

午
前
8
時
30
分
〜　

　

開
会
式　

午
前
9
時
〜

と 

こ
ろ
▼
勝
山
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館

参
加
費
▼
無
料

※ 

参
加
者
に
は
お
に
ぎ
り
を
2
個

配
布
し
ま
す

申
込
締
切
▼
6
月
21
日
㈭

　
　

 

ス
ポ
ー
ツ
課（
ジ
オ
ア
リ
ー

ナ
内
） 

☎
88
‐
８
１
２
７

と 　

き
▼
6
月
30
日
㈯
〜
7
月
28

日
㈯
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
全

5
回
）

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館

内 　

容
▼
セ
リ
フ
・
演
技
、
歌
・

踊
り
、
表
現
と
受
取
り
、
姿
勢
、

歩
行
、
発
声
滑
舌
な
ど

対　

象
▼
小
4
以
上
・
成
人
も

定　

員
▼
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
1
回
当
り
1
0
0
0
円

講 　

師
▼
ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
川
村
ほ
か

　
　

 

劇
団
ド
ラ
ゴ
ン
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
川
村　

☎
89
‐
1
1
3
4

第
23
回
勝
山
市
小
学
生

相
撲
選
手
権
大
会

参
加
者
募
集

演
劇
教
室

申
・
問

申
・
問

Thanks!
ありがとう！

【その他の例】
•Rainy season in Fukui is from mid-June to July.
　（福井の梅雨は6月後半から7月までです）
•It is drizzling. （しとしとと降っている）　
•It is damp and humid. （じめじめしている）

ありがとうございました
■国際ソロプチミスト福井より寄付

　児童図書26冊を
市立図書館へ寄付
いただきました。
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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜  

⑮

　

今
回
は
５
月
19
日
に
祭
礼
が
お
こ
な
わ

れ
た
長
山
公
園
の
愛
染
堂
に
祀
た
て
ま
つら
れ
る
愛

染
明
王
像
を
紹
介
し
ま
す
。

　

本
像
は
高
さ
71
セ
ン
チ
で
愛
染
明
王
像

と
し
て
は
典
型
的
な
形
で
作
ら
れ
て
い

る
。
宝
瓶
の
上
に
咲
い
た
蓮
の
花
の
上
に

結
跏
趺
坐
で
座
し
、
頭
に
は
獅
子
の
冠
を

か
ぶ
り
背
後
に
は
日
輪
を
背
負
い
全
体
が

真
紅
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
愛
染
明
王
像

は
大
日
如
来
の
化
身
と
さ
れ
一
面
六
臂
の

憤
怒
相
の
姿
を
し
、
縁
結
び
や
家
庭
円
満

を
つ
か
さ
ど
る
仏
で
あ
る
。

　

こ
の
像
は
戦
時
中
に
奈
良
郊
外
の
某
庵

寺
か
ら
山
岸
伊
之
助
氏
宅
に
疎
開
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
室
町
時
代
の
作
と
伝
え

ら
れ
た
こ
の
尊
像
を
開
眼
し
安
置
す
る
た

め
、
多
く
の
人
た
ち
の
寄
付
に
よ
り
昭
和

26
年
（
１
９
５
１
）
４
月
、
景
勝
の
地
長

山
公
園
に
愛
染
堂
が
建
て
ら
れ
、
開
眼
供

養
は
同
15
日
に
北
河
原
東
大
寺
管
長
の
親

修
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
当
時
、映
画
「
愛

染
か
つ
ら
」の
主
題
歌「
旅
の
夜
風
」が
ヒ
ッ

ト
し
て
お
り
、
主
題
歌
を
歌
っ
た
霧
島
昇

と
高
峰
麻
梨
子
を
招
待
す
る
予
定
で
あ
っ

た
が
、
都
合
で
中
止
さ
れ
た
。

　

某
庵
寺
が
ど
こ
な
の
か
、
本
当
に
室
町

時
代
の
作
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
像

と
一
緒
に
疎
開
し
た
鰐わ
に

口ぐ
ち

（
＊
）
が
堂
内

に
残
り
、
そ
こ
に
は
「
寛
永
元
甲
子
年
五

月
吉
日　

綴
喜
郡
打
田
村
牛
頭
天
王
御
鰐

口
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
寛
永
元
甲
子
年

は
西
暦
１
６
２
４
年
で
、
恐
ら
く
鰐
口
が

新
し
く
奉
納
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
作
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
像

は
そ
れ
以
前
か
ら
祀
ら
れ
、
制
作
は
更
に

遡さ
か
の
ぼる
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で

気
に
な
る
の
は
記
述
中
に
綴
喜
郡
打
田
村

牛
頭
天
王
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
綴
喜
郡

打
田
村
は
現
在
京
都
府
京
田
辺
市
に
属
す

る
。
ま
た
牛
頭
天
王

は
愛
染
明
王
像
と
似

て
い
る
が
別
の
仏
さ

ま
で
あ
る
。
像
そ
の

も
の
は
愛
染
明
王
な

の
で
、
像
と
鰐
口
は

別
々
に
疎
開
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
。

今
回
はは

9

に
祭
礼
が
お

な

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

　

中
なか
村
むら
 信
し
穂
ほ
さん（23歳）

＝昭和町２＝

　第11回目は、今年の４月に松
文産業㈱（旭町１）に就職した
福井市出身の中村信穂さんにお
話を伺いました。
▶ Ｉターンしたきっかけは
　昔からクロスステッチ（刺繍）
などの手芸が好きだったことも
あり、繊維に関わる仕事をして
みたいと思っていました。
　大学在学中に行われた就職面
接会に参加した際に、小泉代表
取締役の想いに魅せられ、松文
産業㈱を志望することに決めま
した。
▶現在は何をされていますか
　今は研修期間中で、各部署を
周りながら仕事を学んでいます。
１本の糸が製品になるまでには

様々な工程があり、覚えること
に必死ですが、働き方が自分に
向いていそうで、この仕事に就
けてとても良かったと感じてい
ます。
　入社前にゆめおーれ勝山で、
繊維産業の歴史やしくみを学ん
だり、手織りコースター作りを
体験したりしたことがとても楽
しく、よい経験になっています。
▶勝山に住んでみてどうですか
　恐竜という印象が強かったで
すが、勝山の地場産業である繊
維産業の優れた技術力や伝統に
ふれ、繊維のまちだと改めて強
く感じています。
　私生活は、勝山市に住み始め
て間もないですが不自由はな

く、とても楽しく暮らせていま
す。これからは、平泉寺や市内
のお店にも足を運び、勝山の良
いところを探していきたいと
思っています。

異業種交流会
と　き▶７月７日㈯
　　　　午後6時～ 8時
ところ▶魚清（本町2-6-3）
参加費▶3,000円　
対　象▶ 転入から５年以内の方を含

む各社5人まで

お問い合わせ・お申し込みは
ふるさと創生・移住課（市役所2階）へ

☎88－8130

「勝山の地場産業で
頑張ります！」

＊
神
社
な
ど
で
参
拝
の
際
に
使
用
す
る
、
布
で
編
ん
だ
綱
を
ゆ
す
る
と
ガ
ラ
ガ
ラ
と
鳴
る
音
響
具

愛染明王像

愛染明王祭の様子
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件数内訳 平成30年5月末 前年比

総件数 １９４件 －１４件

人身事故
（うち高齢者）

８件
（３）

±０件
（－２）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

－１人
（－１）

傷　者 ８人 －１人

物損事故 １８６件 －１４件

６月の納税

４月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ５月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,226人 3 －12 －9 15 －22 －7 11,210人 －16人
女 12,322人 11 －8 3 13 －21 －8 12,317人 －5人
合　計 23,548人 14 －20 －6 28 －43 －15 23,527人 －21人
世帯数 7,976世帯 7,973世帯 －3世帯

人口の動き

市・県民税▶第１期　　　
納期限▶７月２日㈪　口座振替▶６月26日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
　5月のマイステージ
は、芳野亭笑翁さんに
落語「宿替え」を披露
していただきました。
観客からは笑い声があ
がっていました。
　6月17日㈰のマイステージは、午前は大久保か
代さんによる「バイオリン演奏」と芳野亭笑翁
さんによる「小話」、午後はどなたでも参加でき
る「湯ったりカラオケ」を予定しています。
　　  地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー
◆上山紀代美さんのビーズアクセサリー作品展
展示期間▶6月16日㈯まで
◆門常子さん主宰　クラフト手芸作品展
　エコ素材のカラフルな紙
クラフトテープで編んだ
バッグや小物を展示いたし
ます。
展示期間▶6月18日㈪～7月1日㈰
◆小林 清一郎さんの絵画作品展
　身近な自然あふれる風景を繊細なタッチで描か
れています。
展示期間▶7月2日㈪～16日（月・祝）
※7月15日㈰は休館日です
問勝山公民館（教育会館1階）☎88 ｰ 0800

申・問

だ
っ
！
暑
い
ぞ
っ
！
水
虫

だ
っ
！
と
い
う
こ
と
で
、
足
の
水

虫
が
気
に
な
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
臨
床
皮
膚
科
医
会

の
調
査
で
は
、
日
本
人
の
実
に

4
〜
5
人
に
1
人
が
足
の
水
虫

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

虫
は
、
白
癬
（
は
く
せ
ん
）
菌

と
い
う
カ
ビ
が
角
質
（
い
わ
ゆ
る

ア
カ
）
に
感
染
し
て
お
こ
り
ま
す
。

の
水
虫
を
大
ま
か
に
分
け
る

と
、
足
の
皮
が
ふ
や
け
る・む
け
る・

水
ぶ
く
れ
が
で
き
る
・
痒
い
な
ど

の
症
状
の
「
ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
水
虫
」

と
、
足
の
裏
全
体
の
皮
が
厚
く
硬

く
な
っ
て
ひ
び
割
れ
た
り
す
る
「
カ

サ
カ
サ
水
虫
」
の
2
種
類
に
な
り

ま
す
。「
ジ
ュ
ク
ジ
ュ
ク
水
虫
」
は
、

皮
膚
が
め
く
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
細

菌
が
侵
入
し
て
化
膿
し
た
り
、
安

易
な
治
療
で
た
だ
れ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。「
カ
サ
カ
サ
水
虫
」

は
、
痒
く
な
い
こ
と
が
多
く
水
虫

だ
と
気
づ
か
れ
な
い
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
、
な
か
な
か
厄
介
で
す
。

の
水
虫
を
放
っ
て
お
く
と
、
爪

が
厚
く
濁
っ
て
く
る
「
爪
水
虫
」

に
な
り
ま
す
。
爪
水
虫
の
有
効
な

治
療
法
は
、
以
前
は
飲
み
薬
で
し

た
が
、
最
近
は
副
作
用
の
少
な
い

塗
り
薬
も
で
て
き
ま
し
た
。

う
一
つ
気
を
つ
け
た
い
の
が
、

柔
道
・
相
撲
な
ど
の
選
手
の
水
虫

で
す
。
頭
や
顔
、
胸
な
ど
、
競
技

で
接
触
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
感
染

し
、
自
覚
症
状
が
な
く
見
た
目
に

も
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
集
団
で
発
症
し
症
状
も

様
々
な
た
め
、
診
断
と
治
療
に
は

こ
の
菌
に
詳
し
い
専
門
家
の
判
断

が
必
要
で
す
。

虫
は
何
よ
り
も
予
防
が
大
切
。

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

①
足
を
よ
く
観
察
す
る

　

水
虫
だ
け
で
な
く
タ
コ
・
ウ
オ

ノ
メ
、
靴
擦
れ
な
ど
足
の
病
変
を

早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
糖
尿
病
の
方
は
、
足
の
傷
の

早
期
発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

② 

公
共
の
場
に
行
っ
た
後
は
足
を

洗
う

　

公
共
の
場
で
裸
足
に
な
る
と
足

に
水
虫
菌
が
つ
い
て
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
水
虫
の
予

防
に
効
果
が
あ
る
石
鹸
も
市
販
さ

れ
て
い
ま
す
。

③ 

足
ふ
き
マ
ッ
ト
や
ス
リ
ッ
パ
に

気
を
つ
け
る

　

裸
足
で
使
う
物
の
共
用
は
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

虫
の
予
防
は
足
の
健
康
に
気
を

つ
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

れ
で
も
不
安
な
と
き
に
は
、
医
療

機
関
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

気をつけよう！ 足の水虫
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